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県 信 用 保 証 協 会 は 、 台 風1 3号 に 伴 う 大 雨 災 害 を 受

け 、 こ の ほ ど 「 令 和 ５ 年 大雨 及 び 台 風 災 害 緊 急 保 証 制度 」  の 取 り 扱 い を 開 始 し た 。被 災 し た 中 小 企 業 者 の 経 営安 定 化 や 事 業 再 建 な ど を サポ ー ト す る 。　
保 証 限 度 額 に つ い て は 法

人 ・ 個 人 が ２ 億 ８ ０ ０ ０ 万円 、 組 合 が ４ 億 ８ ０ ０ ０ 万円 と な っ て い る 。　
被 災 し た 中 小 企 業 に 対

し 、 経 営 の 安 定 に 必 要 な 資 　
物 流 事 業 や Ｉ Ｔ 関 連 事 業

な ど を 主 な 業 務 と す る ㈱ ア

　
こ の 講 習 会 は Ｃ Ｐ Ｄ Ｓ ２

ユ ニ ッ ト 認 定 。 東 日 本 建 設業 保 証 ㈱ 茨 城 支 店 と 共 催 。　
冒 頭 、 下 田 支 部 長 は 「 本

日 は 大 変 有 意 義 な 講 習 会 な金 等 の 融 通 の 円 滑 化 を 図る こ と が 目 的 。 ６ 月 に 発生 し た 「 令 和 ５ 年 梅 雨 前線 に よ る 大 雨 及 び 台 風 ２号 に よ る 災 害 」 の 被 害 を受 け た 中 小 企 業 も 対 象 とな る 。　
取 扱 期 間 は ２ ０ ２ ４ 年

３ 月

3 1日 （ 保 証 申 込 受 付

分 ） ま で 。　
問 い 合 わ せ は 、 業 務 企

画 部 業 務 統 括 課 （ 電 話０ ２ ９

－ ２ ２ ４

－ ７ ８ １

５ ）  。 バ ン テ （ 大 阪 府 松 原 市 三 宅中 ８

－ ２

－ ８ ） は 、 鹿 嶋 市
に （ 仮 称 ） 茨城 事 業 所 を 新設 す る 。 施 工は ㈱ 高 正 建 設（ 鹿 嶋 市 ）  。　

建 設 地 は 、
鹿 嶋 市 平 井 東４

－ ４

－ １ 地

内 で 敷 地 面 積は ８ ２ ３ ５ ・６ ３ ㎡ 。 サ テラ イ ト し お さい 鹿 島 や ロ ーソ ン 鹿 嶋 平 井店 の 付 近 に 位置 す る 。　
現 在 建 設 中

の 建 物 の 規 模

の で 、 最 後 ま で し っ か り と話 を 聞 い て 、 会 社 に 持 ち帰 っ て 多 く の 人 に 伝 え て い　
常 総 市 は 、 あ す な ろ の 里

（ 大 塚 戸 町 ３ １ ０ ） キ ャ ンプ 場 の 管 理 棟 屋 根 改 修 工 事に 向 け 、 補 正 予 算 案 第 ５ 号で 約 ２ ３ ５ 万 円 を 計 上 。 議決 後 、

1 0月 ご ろ に も 発 注 し

た い 考 え だ 。　
管 理 棟 の 屋 根 は 、 老 朽 化

に よ る 雨 漏 り 等 が 発 生 し てい る た め 、 こ れ を 改 善 し 、利 用 環 境 を 整 え る 。 屋 根 全体 の 改 修 工 事 を 行 う 予 定だ 。　
管 理 棟 の 建 物 規 模 は 、 Ｗ

造 平 屋 建 て 、 延 べ 面 積 は 約
6 0㎡ 。 築 年 数

4 0年 以 上 が 経

過 し て い る 。　
ま た 、 補 正 予 算 案 第 ５ 号

で は 、 こ の ほ か ロ ッ ジ ト イレ の 修 繕 な ど に も 予 算 が 充て ら れ て い る 。 は Ｓ 造 １ ２ ９ ７ ・ ２ ４ ㎡ 。最 高 高 さ ８ ・ ３ ｍ 。 工 事 完了 予 定 日 は

1 2月

1 5日 と し て

い る 。 ま た 、 敷 地 内 に は 駐車 場 （

7 0台 分 ） も 設 け る 。

　
な お 、 設 計 は ㈲ 汎 連 合 設

計 （ 水 戸 市 ） が ま と め た 。

た だ き た い 」 と あ い さ つ 。　
続 い て 、 大 貫 茂 男 経 営 委

員 長 （

写 真 左 上

） が 黒 図 茂

雄 氏 （ ク ロ ズ テ ッ ク ㈱ 代 表取 締 役 、

写 真 下

） を 紹 介 。

　
黒 図 氏 は 「 来 年 か ら 建 設

業 に も 労 働 時 間 の 上 限 規 制が 適 用 さ れ る 。 今 か ら で もま だ 間 に 合 う の で 、 し っ かり と 準 備 し て ほ し い 」 と 述べ 、 建 設 業 界 を 取 り 巻 く 状況 な ど に つ い て 解 説 し た 。　
さ ら に 、 若 手 を 確 保 す る

た め 、 ホ ー ム ペ ー ジ で の 動画 活 用 や 作 業 手 順 の 動 画 作成 な ど を 提 案 。 若 手 技 術 者の 育 成 で は 、 若 手 技 術 者 を孤 立 さ せ な い 、 自 発 的 な 挑

戦 を 促 す 、 やり が い の あ る技 術 目 標 を 設定 す る な ど のア ド バ イ ス を送 っ た 。　
こ の ほ か 、

労 働 時 間 短 縮に 向 け た 直 行直 帰 制 度 や デジ タ ル 勤 怠 管理 の 導 入 、 ＩＣ Ｔ を 活 用 した 生 産 性 向上 、 新 技 術 の活 用 な ど に つい て 説 明 した 。
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県 建 設 業 協 会 水 戸 支 部 （ 下 田 德 行 支 部 長 ＝

写 真

右 上

） は

2 0日 、 建 設 業 経 営 講 習 会 「 建 設 業 の 働 き

方 改 革 と 若 手 の 育 成 （ 建 設 Ｄ Ｘ と ス マ ホ の 活 用 ）  」を 水 戸 市 の 県 建 設 技 術 研 修 セ ン タ ー で 開 催 し た 。支 部 員 ら 約

5 0人 が 参 加 し 、 若 手 を 確 保 す る た め の

取 り 組 み や 育 成 方 法 、  労 働 時 間 短 縮 へ の 取 り 組 み 、Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 な ど に つ い て 理 解 を 深 め た 。

直 行 直 帰 や 勤 怠 管 理 の 導 入 な 　
　 ど

働 き 方 改 革 と 若 手 育 成 の 取 組

茨 建 協 水 戸 支 部 ／ 経 営 講 習 会 開 く

高 正 建 設 で 工 事 進 む
鹿 嶋 に 事 業 所 新 設㈱ ア バ ン テ台 風

1 3号 被 災 し た 中 小 企 業 対 象

緊 急 保 証 制 度 を 開 始

県 保 証 協 会

管 理 棟 屋 根 修 繕
1 0月 ご ろ 発 注 へ

《 常 総 市 》

道 部 透 水 性 カ ラ ー 舗 装 と しま し た 。　
土 地 区 画 整 理 地 内 の 区 画

道 路 に つ い て は 、 新 県 庁 舎を 囲 む 区 画 道 路 １ 号 線 、 ２号 線 は 機 動 性 を 考 慮 し 、 県道 水 戸 神 栖 線 重 用 と し ま した 。 他 の ３ ～ ６ 号 線 は 、 水戸 市 道 と し て お り ま す 。　
新 県 庁 舎 周 辺 道 路 に つ い

て は 、 電 線 類 地 中 化 計 画 によ り 下 水 道 （ 雨 水 ・ 汚 水 ）  、上 水 道 、 電 気 、 通 信 、 ガ スす べ て が 地 下 に 埋 設 さ れ てい ま す 。

　
水 戸 駅 平 須 線 ・ 県 庁 南 大

通 り 線 の 歩 道 下 に は 、 電 線類 を ま と め て 収 容 す る 電 線共 同 溝 （ Ｃ ・ Ｃ ・ Ｂ Ｏ Ｘ ）を 整 備 し ま し た 。 特 に 頭 を痛 め た の は 、 区 画 道 路 歩 道下 の 地 下 埋 設 物 で す 。  汚 水  ・上 水 道 ・ 電 気 ・ 電 話 ・ ガ スそ れ ぞ れ に よ り 整 備 が 進 めら れ 、 輻 輳 し 、 交 差 も あり 、 埋 設 深 さ も そ れ ぞ れ 違う こ と か ら 、 ば ら ば ら に 施工 し て い た の で は か な り の日 時 を 要 し て し ま う 。 ど うし た ら 手 戻 り な く 、 そ れ ぞ

れ 効 率 的 ・ ス ピ ー デ ィ ー に施 工 が 出 来 る か 、 時 間 の 余裕 が な い 中 で 悩 ん で お り まし た 。　
悩 ん だ 末 に 、 ア イ デ ア が

浮 か び ま し た 。 施 工 の 際の 、 土 の 埋 め 戻 し を 最 小 限に す る 事 で 深 い 位 置 か ら 順番 に 施 工 す る 、 一 番 目 の 人は 埋 設 後 、 二 番 目 の 人 の 埋設 高 ま で 埋 め 戻 す 。 こ れ を順 番 に 繰 り 返 す こ と で 、 埋設 業 者 さ ん と 調 整 を 図 り まし た 。 毎 週 定 例 会 議 を 開 催し 、 埋 設 の 工 程 管 理 を 確 認し た こ と を 覚 え て い ま す 。　
水 戸 駅 平 須 線 は 総 事 業 費

１ １ ０ 億 円 、 県 庁 南 大 通 り線 は 総 事 業 費

4 9億 円 、 土 地

区 画 整 理 地 事 業 費 は 約

4 0億

円 。 ４ 年 間 で 、 こ れ だ け の事 業 費 を 確 保 す る の は 大 変で し た 。 他 の 事 務 所 で 使 えな く な っ た 予 算 は 、 す べ てこ ち ら に 回 し て も ら い ま した 。 主 管 課 の 公 園 街 路 課 、都 市 整 備 課 も 本 気 に な っ て国 と 協 議 を す る な ど 、 事 業費 の 確 保 に 当 た っ て く れ た

　
新 県 庁 舎 の 周 辺 に は ホ テ ル や マ ン シ ョ ン が 建

ち 、 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー や ホ ー ム セ ン タ ー も 立地 し て い ま す 。 戸 建 住 宅 も 急 ピ ッ チ で 増 え 、 ４ 車線 の 両 側 に は 色 々 な 業 種 の 施 設 が 日 に 日 に 増 え てい ま す 。 県 庁 舎 は さ す が に 、 す ご い 求 心 力 だ な と思 っ て お り ま す 。

� （
弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

　
茨 城 県 の シ ン ボ ル と な る

新 県 庁 舎 の 周 辺 整 備 の ため 、 利 便 性 ・ 安 全 性 は も ちろ ん の こ と 、 自 然 に や さ し　
都 市 計 画 道 路 水 戸 駅 平 須

線 と 県 庁 南 大 通 り 線 、 両 道路 と も 「 県 庁 の 顔 」 と な るシ ン ボ ル ロ ー ド と し て 、 １０ ０ 年 体 系 の 道 路 整 備 を 進め ま し た 。 道 路 規 格 は ４ 種１ 級 、 設 計 速 度

6 0㎞ 、 車 道

部 Ｄ 交 通 、 排 水 性 舗 装 、 歩

か ら 工 事 を こ ま め に 発 注し 、 対 応 す る し か あ り ま せん で し た 。　
別 で 発 注 し た 共 同 溝 と の

調 整 、 工 区 間 の 調 整 を 毎 日毎 日 、 き め 細 か な 施 工 管 理を 行 い な が ら 進 め ら れ ま した 。　
県 庁 南 大 通 り 線 は 、 工 事

用 に も 使 え る よ う 庁 舎 ま わり を 先 行 し ま し た が 、 そ れか ら 東 側 に つ い て は 用 地 がま と ま っ た と こ ろ か ら 、 基本 的 に は 西 側 か ら 順 に 進 めて い き ま し た 。 途 中 、 逆 川の 橋 梁 に つ い て は 先 行 し て段 取 り を 進 め ま し た 。　
区 画 整 理 の 造 成 で す が 、

一 人 施 工 の 区 画 整 理 だ っ たの で 、 手 続 き は 急 ピ ッ チ で進 め ら れ ま し た 。 最 初 は 道路 工 事 の 残 土 置 き 場 と し て使 用 し て い た の で 、 途 中 から 急 ピ ッ チ で 造 成 に 取 り かか り ま し た 。 後 に 困 ら な いよ う 、 調 整 池 も 公 園 の 一 部を 掘 り 下 げ る こ と に よ り 対応 し て お き ま し た 。　
途 中 で 県 庁 舎 建 設 局 か ら

す 。　
サ ン ト ル 千 波 か ら

県 庁 南 大 通 り 線 まで 、 ま た 県 庁 南 大 通り 線 の 一 部 は 、 電 線共 同 溝 を 敷 設 す る 計画 で す 。 電 線 や 電 話線 、 可 能 な も の は すべ て 共 同 溝 に 収 め れば 、 す っ き り と し たす ば ら し い 景 観 が 生ま れ ま す 。　
舗 装 は 排 水 性 舗

装 、 雨 の 日 の ス リ ップ よ け で す 。 交 差 部は 渋 滞 対 策 の た め 極力 右 折 長 を と る よ う心 掛 け ま し た 。 県 庁南 大 通 り 線 か ら 水 戸

神 栖 線 へ の 右 折 は 念 の た め２ 車 線 確 保 し ま し た 。　
水 戸 神 栖 線 の 工 事 は 現 道

拡 幅 で あ り 、 通 行 止 め も でき な い こ と か ら 、 切 り 回 し切 り 回 し 行 っ た の で す 。 補償 物 件 が 解 体 さ れ た と こ ろ

要 請 が あ り 、 バ ス タ ー ミ ナル を つ く り 、 運 転 手 さ ん の休 憩 所 、 ト イ レ （ こ れ は 一般 の 方 も 使 え る よ う 場 所 を工 夫 ） も つ く っ た の で す 。　
最 後 に 気 を つ か っ た の

は 、 歩 道 と 植 栽 で す 。 利 便性 ・ 景 観 ・ コ ス ト を 考 え 、交 差 点 部 は イ ン タ ー ロ ッ キン グ 、 他 は カ ラ ー 舗 装 と 黒舗 装 を 使 い 分 け 、 実 施 し ま

し た 。　
植 栽 で す が 、 庁 舎 ま わ り

は 桜 （ ソ メ イ ヨ シ ノ ） が 選ば れ ま し た 。 広 い 歩 道 で あり 、 シ ン ボ ル 的 で も あ り 、水 戸 市 の 梅 香 下 千 波 線 （ さく ら 通 り ） の 桜 も ４ 車 線 化に よ り 無 く な っ て し ま う ので 、 良 い 選 択 だ と 思 い ま した 。　
通 常 、 街 路 樹 は ８ ～

1 0ｍ

ピ ッ チ で 植 え て い た の で すが 、 こ こ で は の び の び 育 って も ら う た め

2 0ｍ ピ ッ チ に

植 え ま し た 。 ソ メ イ ヨ シ ノの 樹 齢 は 約

7 0年 で す 。

5 0～

6 0年 後 、 こ の 間 に 若 木 を 植
え れ ば う ま く 世 代 交 代 も でき る の で は と 期 待 を 込 め たり も し た の で す 。　

と に か く 大 変 な 仕 事 で し
た が 、 庁 舎 完 成 の 式 典 の ３日 前 に は す べ て 完 了 し 、 供用 開 始 で き た の で す 。 関 係者 で さ さ や か に あ げ た 祝杯 、 今 で も 忘 れ る こ と は でき ま せ ん 。ま し た 。　

縮 尺 の 大 き い 地 図 を 貼 り
付 け 、 そ こ に ネ ッ ク 箇 所 を落 と し 込 み 、 皆 で 要 整 備 箇所 と し て 認 識 を 共 有 し ま した 。 室 と し て の 強 い 連 帯 感が 生 ま れ て い た と 思 い ます 。 渡 邊 室 長 に は 、  「 仕 事は 目 先 の こ と ば か り で なく 、 鳥 の 目 で 全 体 を 俯 瞰 する 目 を 持 つ こ と が 重 要 だ 」と 教 え て い た だ き ま し た 。仕 事 の 進 め 方 を 、 身 を も って 感 じ る こ と が で き た と 思い ま す 。　

４ 年 間 の 期 限 内 で 完 成 に
こ ぎ つ け ら れ た の は 、 組 織構 成 に も 要 因 が あ り ま す 。用 地 担 当 と 工 事 担 当 が 、 同じ 室 で 担 当 の 区 別 な く 、 一緒 に 連 携 し て 仕 事 に 当 り まし た 。 ま た 、 室 員 全 員 が 室長 の も と 、 同 じ 目 標 に 向か っ て 一 枚 岩 と な り 、 用 地交 渉 、 整 備 に あ た っ た こ とが 完 成 に つ な が っ た と 思 いま す 。　

大 変 苦 し い 時 も あ り ま し
た が 、 こ の 大 規 模 事 業 に 携わ る こ と で 、 自 分 自 身 も 成長 出 来 た こ と 、 大 変 感 謝 して お り ま す 。

� （ 島 津 就 子 ）

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 庁 舎 関 連 事 業 推 進 室 編 ②

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

強 い 連 帯 感 で 見 事 完 成

の で す 。　
県 庁 舎 関 連 事 業 推 進 室 が

で き て ３ 年 目 、 平 成 ９ 年 に渡 邊 さ ん が 室 長 に な り 、 現場 は 急 速 に 動 き 始 め ま した 。 平 成

1 0年 に は 技 術 担 当

職 員 も ４ 人 か ら ６ 人 体 制に 、 用 地 担 当 職 員 も ４ 人 から ６ 人 体 制 に な り ま し た 。そ の お か げ で 、 残 っ て い た水 戸 駅 平 須 線 の 大 規 模 家 屋
1 4件 の う ち 、 未 契 約 ９ 件 が

次 々 と 契 約 と な り ま し た 。　
県 庁 南 大 通 り 線 も 、 代 替

地 希 望 の 地 権 者 の 意 向 に添 っ た 代 替 地 斡 旋 が 功 を 奏し 、 契 約 が 続 き ま し た 。 平成 ９ 年

1 0月 頃 に は 、 両 道 路

と も 本 格 的 な 工 事 の 着 手 に入 り 、 １ 工 区 ５ ０ ０ ０ 万 円～ ２ 億 ５ ０ ０ ０ 万 円 ほ ど の規 模 で 、 数 十 工 区 に 分 け 実施 し ま し た 。 特 に 水 戸 駅 平須 線 の 工 事 は 、 交 通 量 の 多い 現 道 を 通 し な が ら 何 回 も切 り 回 し を 行 い 、 な お か つ連 立 す る 商 業 施 設 へ の 出 入り も 確 保 す る 複 雑 な 工 事 とな り ま し た 。 ぎ り ぎ り な 工

期 の 中 、 完 成 ま で こ ぎ つ けて く れ た 施 工 業 者 さ ん に は大 変 感 謝 し て お り ま す 。　
県 庁 南 大 通 り 線 は 、 当 初

計 画 の 市 道 笠 原 東 野 線 ま での １ ０ ５ ０ ｍ か ら 延 長 し 、市 道 梅 香 下 千 波 線 ま で の １６ ８ ０ ｍ の 整 備 を 進 め ま した 。 大 変 厳 し い 工 期 で 、 最後 の ２ ４ ０ ｍ は 暫 定 ２ 車 線で の 開 庁 に な り ま し た 。 ここ で も 施 工 業 者 さ ん に は 大変 感 謝 し て お り ま す 。　
平 成

1 1年 ４ 月 の 開 庁 に 際

し て は 、  新 県 庁 舎 へ の 水 戸  ・赤 塚 バ ス 路 線 の ス ム ー ズな 運 行 も 併 せ て 、 ア ク セ ス道 路 の 交 通 ネ ッ ク 箇 所 の 解消 を 図 り ま し た 。 ま た 、 市道 梅 香 下 千 波 線 と 県 庁 南 大通 り 線 の 交 差 部 に お け る 右折 車 線 １ ０ ０ ｍ の 設 置 、 県道 長 沢 水 戸 線 の 国 道 ６ 号 線タ ッ チ 部 の 道 路 改 良 、 サ ント ル 千 波 交 差 点 の 国 道

5 0号

Ｂ Ｐ 側 道 部 の 右 折 車 線 １ ００ ｍ 延 長 工 事 、 市 道 赤 塚 南口 線 と 県 道 水 戸 岩 間 線 の 交差 点 改 良 、 県 道 玉 里 水 戸 線の

5 0号 Ｂ Ｐ タ ッ チ 部 の 道 路

改 良 な ど 、 他 課 に も 協 力 して も ら い な が ら 整 備 を 進 め

新 県 庁 舎 周 辺 整 備 に つ い て

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 庁 舎 関 連 事 業 推 進 室 長 ）

元 技 監 兼 常 陸 大 宮 土 木 事 務 所 長
（ 当 時 ・ 県 庁 舎 関 連 事 業 推 進 室 係 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 袖 山 　 茂 氏×

く 人 に も や さ し い 、 景 観 にも 十 分 配 慮 し た イ ン フ ラ 整備 が 求 め ら れ て い る こ と を認 識 し 、 事 業 を 進 め た の で

自 然 に や さ し い イ ン フ ラ 整 備 追 求

県 庁 周 辺 が す ば ら し い 景 観 に


